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5類型施設（862施設）

（平成 年 月末現在）

体制が整っていない
436施設（50.5％）

18歳未満も含め体制が
整っている 256施設

18歳以上のみ体制が
整っている 170施設

合 計 大学附属病院
日本救急医学会
指導医指定施設

日本脳神経外科
学会基幹施設
又は研修施設

救命救急
センター

日本小児総合
医療施設協議会
の会員施設

862 139 103 808 271 33

平成27年厚生労働省調査

【５類型該当施設】
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5類型施設（862施設）

（平成27年6月末現在）

体制が整っていない
436施設（50.5％）

18歳未満も含め体制が
整っている 256施設

18歳以上の体制が
整っている170施設

実際に臓器提供した施設

170施設 39.9％

臓器提供したことがない

臓器提供数での施設

1例の提供のみ 82施設
（48.2％）

2～3例の提供 67施設

4例以上の提供 21施設

（H27.12末脳死下臓器提供360例のうち）

170

256

426施設
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JOTコーディネーター、都道府県コーディネーターが支援

これまでは地域支援事業とひも付けされていたが、今年度からJOTと施設が直接契約

JOT

Aプラン Bプラン Cプラン

脳死判定 全くなし
脳死判定の準備が整っている

一部に不足有り
心停止・脳死下臓器提供の

経験有り

３施設 ２６施設 ３７施設

選択肢呈示・意思表示確認が
できる体制

申し出があった時に
臓器提供可能な体制

常に選択肢呈示、臓器提供
可能な状態を維持

事業内容

マニュアル

院内各種委員会の設置指導、マニュアル整備
外部講師の紹介、検査シュミレーション、研修会の開催
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H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

これまでの院内体制整備事業との比較

＜院内体制整備事業をした後、脳死下臓器提供があった施設＞

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

６ １２ １２ １３ １３ ？

地域支援事業とセットで施行
すでに脳死判定可能な病院のみ

H28年度から病院自体と
JOTの契約で行う事業
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